






要約:新生児マス・スクリーニングの精度管理は、先天性代謝異常症については 1977 年 11

月から、クレチン症については 1984 年 8 月から、厚生省の委託により、日本公衆衛生協

会が、全国の都道府県及び政令指定都市と契約を結び実施されてきた。一方副腎過形成症

については 1993 年 5 月より東京総合医学研究所により研究として、希望施設に対して行

われてきた。これらの精度管理によって、わが国の新生児マス・スクリーニングは見逃し

症例も少なく高い水準のマス・スクリーニングとして実施されている。今回この従来の方

法を見直し、ブラインドサンプルによる外部精度管理の導入の可能性、2 週間に 1 回の頻

度の見直しなどについて検討が行われた。


